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食で変わる心と体
11月4日と5日に，子どもの心と健康を守る会代表

の国光美佳さんを講師にお迎えし，1年生は対面で，
くにみつ み か

3年生はオンラインで「食に関するセミナー」を行いま

した。１年生は「家庭基礎」における栄養素の理解に，

３年生は卒業後の新

生活における健康維

持や食の充実に繋ぐ

ことがねらいです。

講義のテーマは，

「食で変わる心と体」。

現代食に顕著な栄養素の偏りの現状や，不足しがち

なミネラルの重要性とその補給術について，わかりや

すく解説していただきました。さらに１年生は，粉だし，

オリーブオイル，味噌を混ぜた「ミネラルアップみそ」を

使ったみそ汁作りの実習も行いました。

私たちの生命活動に欠かせないミネラルを補う食

生活を続けることで，体の機能が正常化し，心も体も

元気になるということを学びました。

将来直面するリスクに対処するために
11月11日に，「高校生・大学生等を対象とした労

働条件セミナー」を行いました（厚生労働省事業）。昨年度

は卒業前の3年生を対象に実施しましたが，社会へ

出たときに必要とされる労働条件（ワークルール）を学ぶこ

とは，キャリア教育の重要課題の一つであることから，

今年度は全学年を対象に実施しました。

今回のセミナーでは，「人にやさしい企業かどうか

を見極めるには」，「給

料の支払いのルール

は？」，「アルバイトで

気をつけること」の三

つのテーマについて，

講師（社会保険労務士）か

ら事例を交えた丁寧な説明がありました。

高校生が将来直面するリスクに対処するためにも，

働くうえで必要となる知識等については，高校在学中

に繰り返し学ぶことが大切です。本校では今後もキャ

リア教育の充実に向けた取組を推進していきます。

連携型中高一貫教育の充実に向けて
九州地区の連携型中高一貫教育校15校の高校

長等が一堂に会する協議会が，１１月26日に鹿児島

市で開催されました（令和３年度事務局：与論高等学校）。

今年度は開催県の喜界高校と本校がそれぞれ，

「連携型中高一貫教育の特色を生かした教育課程

の在り方」と「効果的な広報活動の在り方」について

基調報告を行いました。

これに続く協議等では，

活発な質疑応答と意見

交換が行われました。

新学習指導要領の理

念に基づく教育実践や

高等学校の特色化・魅力化の推進が求められる中，

本校は九州地区の各校と情報共有を図りながら，連

携型中高一貫教育の充実・発展に努めていきます。

授業拝見⑥（理科） 本校は今年度から定期考査を廃止

し，単元毎に評価を行っています。「授業拝見」では，各教

科の授業や評価の工夫を紹介します。第6回は理科です。

２年生の物理基礎の授業。この日の内容は「電力」です。

授業者は，この単元で育成を

目指す知識・技能について，

生徒たちが「日常生活や社会

と関連付けながら理解する」

ことを意図して授業を組み立

てています。

まず，授業の初めに「電気

使用量のお知らせ」の実物を

生徒に提示しながら，電力と

電力量の違いなどの基本事項

を確認します。続いて，生徒

たちが予め調べてきた自宅の

テレビや炊飯器などの家電製

品のラベルに記された消費電

力（W）を基に，通常の使用時間でどれくらいの電気代にな

るのかを計算して比較。オーブントースターを調べてきた生

徒は，「実際に計算してみると，思っていたより低かった」

と感想を述べていました。

授業者は，「生徒たちが互いに話しやすく，活動しやす

い時間になるように工夫している」と話します。この時

間を含む単元の評価は，「知識・技能」と「思考・判断・

表現」は後日実施するペーパーテストで，「主体的に学習

に取り組む態度」はレポート等で評価しました。
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校長講話から いちばん大事なものがはっきりすると，それ以外は手段になる（令和３年11月１日 全校朝礼）

おはようございます。先日の教育講演会は，環境活
動家の大岩根尚さんを講師にお迎えしました。

おおいわ ね ひさし

講演の中で大岩根さんは数々のメッセージを投げか
けましたが，みなさんはどのような言葉や場面が印象に
残っているでしょうか。私が一つ挙げるなら，生徒から
の質問に答える場面で大岩根さんが発した「『失敗』っ
て何？」という言葉です。
私たちは，自分で判断して行動したことでうまくいか

ないことがあると「失敗した」と思ってしまいがちです。
確かにその場面を含む短い時間軸で見るとそうなのか
もしれませんが，その原因も結果も何かの途中の状態
でしかありません。そこに強引に線引きをして「失敗」と
いうラベルを貼っているのは私たち自身の頭なのです。
私たちは，変えられるのは未来だけだと思い込んで

います。しかし，これからの自分の行動によって新しい情
報が加わり，認知が変わると，過去の意味も変わりま
す。生きている中で「あの経験があったから今の自分が
ある」と思うことはよくあります。つまり，過去とは，変更
できない事実の積み重ねではなく，現在から振り返り，
意味が更新され続けるものだということです。短い時間
軸で物事を判断して落ち込んだりするのではなく，一つ
一つの経験を未来の自分のプラスにするのだという思
いをもって何事にも前向きに取り組むことが大切です。
ところで，「自分をどう生きるか」について真剣に考

え，悩み，幾つかの大きな決断をしてきたという大岩根
さんの話を聴きながら，私はある本の一節を思い出しま
した。それは，「いちばん大事なものがはっきりすると，そ
れ以外は手段になる」という言葉です。これは，文章表
現・コミュニケーションインストラクターの山田ズーニー
さんの『考えるシート』という本に出てくる一節です。
就職にしても，大学入試にしても，志望理由が求めら

れるのはなぜでしょうか。それは意欲のある人材が欲し
いからです。動機がしっかりした人は，職場でも大学で
も，実際に意欲的に取り組むことを，選抜担当者は追
跡調査などで知っています。だから，まずは志望理由が
しっかりした人を採りたいのです。
この本の中で山田さんは，志望理由を「なりたい職

業名」×「マイ・テーマ」×「実現したい世界観」と定義し
ています。まず，何かの職業に憧れているとして，「その
職業に就くことによって，私はどういうことがしたいの
か」という「マイ・テーマ」について考えます。これが言え
ない人は，その職業に就きたい根拠がはっきりしていな
いということです。
「マイ・テーマ」が言えたら，次は「実現したい世界

観」を考えます。「実現したい世界観」とは，「どうしてそ
のテーマを追求したいのかという理由」です。これは「マ
イ・テーマ」を支える根拠になります。
世界観がはっきりすると，職業やテーマは手段になり

ます。それらを手段として考えることができれば，自分の
選択肢はぐっと広がります。それだけでなく，希望する会

社に採用される可能性も高くなります。大学等への進
学なら合格する可能性も高まります。なぜなら，やりたい
ことを職業名でしか答えられない人よりも，やりたいこと
を職業名とテーマと世界観のセットで言える人のほう
が，志望理由がより強固だからです。
変化が激しく予測が困難な社会の中で，自分らしい

生き方を選択していくためにも，「実現したい世界観」
をもつことは重要です。たとえ，望む進学先，望む職業
に就けなくとも，別の職業，別のやり方で自分の中に育
った世界観の実現に向けて一歩一歩進むことができれ
ば，人はやりたいことがやれているという充実感を得る
ことができます。とは言え，「やりたいことがない」という
場合は，どのように考えていけばよいのでしょうか。
青年期教育・キャリア教育が専門の法政大学の児美

川孝一郎教授は，「やりたいことがない」という若者に
対しては，「自分がやりたいこと」だけに集中して考える
のではなく，「やりたいこと」，「やれること」，「やるべきこ
と」を三つの円として描いてみて，混じり合う場所を探す
ことが大切だと述べています。
児美川さんは，「『やりたいこと』が出てこないのであ

れば，今世の中が必要としている『やるべきこと』や，自
分にできる『やれること』のほうから考えてみるというの
はどうだろう。急に何かが見えてきたりするのではない
か」とアドバイスします。
その上で「社会は分

業で成り立っている。そ
の中であなたはどうい
う役割を背負おうとする
のか。社会が見えてい
ないと，その役割を見つ
けることはできない。個
人の軸だけでなく，社
会の軸も含めて考えると良い。それを自分がやりたいと
思えるかは，後回しだって構わない」と述べています。
「個人の軸だけでなく，社会の軸も含めて考える」と

いう指摘はとても重要です。既に「やりたいこと」を決め
ている人は，それを「やれること」，「やるべきこと」との
関係の中で捉え直して考えてみることが大切です。
このように三つの円を意識して好奇心をもって学び

続けていると，「将来自分はこうありたい」と思えるよう
な，「マイ・テーマ」や「実現したい世界観」の輪郭が見
えてきます。そうした学習や経験と，自己を見つめる作
業の往復の中でこそ，現実味をもった「やりたいこと」
が鮮明になっていくのだと思います。
２学期も後半に入りました。これからの「自分をどう

生きるか」ということに思いを巡らせながら，一日一日
を大切に過ごしてください。□

【引用・参考文献】山田ズーニー『考えるシート』2008年，講談社＋α文庫／戸田智弘
『続・働く理由―99の至言に学ぶジンセイ論』2008年，ディスカヴァー・トゥエンティワ
ン／児美川孝一郎『夢があふれる社会に希望はあるか』2016年，ベスト新書／朝日新聞デ
ジタル「夢あふれる社会に希望はない？ 就活における夢の追い方」2016年10月22日配信
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出所：児美川孝一郎『夢があふれる社会に希望はあるか』2016年，ベスト新書

三つの円が重なる
ところで夢が見つ
かるのがベスト


